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庄内特産疏茶(第 2報)からとり芋
青
?
高
(山形大学農学部園芸学研究室)
Takashi AOBA : The special kinds of v日getablesin Shonai， Yamaga七aprefecture. (2) 
“I王aratoriImo"， Japan白sekind of taro (Colocasia 'esculeJlta SCHOTT) 
東北地方でカラトリの名で呼ばれる旦芋は，現在主に庄内地方及び最上郡の一部，並びに其の周
辺に栽培を見るだけでp やはり庄内特産諌菜の 1として挙げられるものである・又本種は古代跡の
湛71<下に栽培されるという特異の事情もあり他に先んじて紹介するととにした.角本調査実施(1:当
り援助された藤田克夫君並に快く回答を寄せられた各農協其の他各位に感謝の意を去する.
(1)名称及び分類上の位置
ヲヨ ¥A!r 
本種は一般にカラトリ(茎取，芋茎(仙台地方)大言海11)，但し普通唐取と書き富樫氏13)は殻取と
記す)と呼ぴ，時に古代芋(東田川郡一部)ズイキ又はジキ(東・西田川及び、飽海郡白ち庄内一月
各地)クキドリ (最上郡一部)葉芋(西村山郡一部)赤柄(アカガラ，秋田廓北部及び、宮崎牒一部)
或は田芋(山形市並びに高知，香川，愛援，山口，岡IW，勿兵庫，和歌山，大阪，京都，岐阜，滋賀，
富山，稲井;障の各一部9))水芋(富樫氏13)) 等と呼ばれる.因に当地方では本種以外白子芋用旦芋
(主に土垂種)はシ iロイモと呼ばれ，山形地方ではオカイモ，ハクケイモの語もあり日)，又本種の親
芋をズイキ(別名イモガラ，旦芋の葉柄を謂う，農業大辞典12))と誤称して居る.向園芸学上山形
回芋と称しているのは本種の青茎のものである.
最近熊沢氏等4)めは里芋を 5種， 19群， 41品種に分類l;.，山形回芋は COloc，7siaescluenta SCHOTT 
の唐芋群に属する 1品種とし(若干の異論dうりの)叉徳増氏等1<1)は之等の葉柄又は親芋用品種が2
倍性種 (2n= 28)である事を報告して居り本種も此の群に属するものと認められる.命前記の土垂
は同種中の土垂群に属するものである(土垂等子苧用種は 3倍性種).
(2) 来歴及び現況
元来里芋は変異性も小さいし古い歴史を有する(延喜式にあり)割合に品種数も少たく，従っ
て現存品種の起源も多くは明らかにされて居ない.本種も起源並びに当地方への導入経過共不明で
あるが，京都方面より入ったものとも言われて居る(熊沢氏談).
本種の栽培は宮城，秋岡鯨にもあるが古代跡栽培は現在庄内及び、最上郡の一部を主とし，踏査の
結果では北は秋田廓由利郡象潟附近，南は新潟!揺岩舶郡早川附近が限界で，調査書に依る回答を綜
合すれば前記の外村山地方山間地帯に幾分の栽培が見られる(第1表).叉此の特色は古代跡栽培に
あるが畑にも幾分の栽婚があり，官域鯨仙台附近や秋田!孫々北地帯には畑作のみが見られる.本種
の栽培面積は具体的に明示し得ぬが，毘芋の栽培そのものが逐年減少の傾向にあり 11)更に本種が東
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第 i表 山形廊下における旬、らとり苧jの栽培扶況
郡 別|調斉数(回答干乎手主主寸官全諒7刊し(儲 考
東田川 1 1 1 1 3 
飽西国海川 4 3 3 3 
喜含鵠盟新h開』主市: 主:121Zj湖ず
12 9 9 9 4 
最村 上. 5 3 3 3 3 山 19 9 2 ? 7 1 ? 
置 n易 13 4 4 
64 39 1 27 28 12 
北特宵の通し首代を利用して栽培されてる関係上，通し古代の会減した現在本種の栽培も減少した
ものと思われ，今回の調査にでも山形廓内各地で以前は相当栽培された事が知られた・併し本地方
の食習慣上より Iからとり芋jは秋の味覚として或はさちの乾燥野菜として珍重されて居り，其の債
格も比較的高く (昭和27年11月貫当り債格，親芋50円i子芋70円， 土=童子芋70円前後，前東京里芋
80""，130同)，本種の栽培が近い将来に抱えると云う様お:事は先歩、考えられない.IMち本種は一部販売
用ともされる外自家用として少量宛ながらも庄内全域各地に栽培乞見て居るのである.
(3) 特 ，[生 (第2表及び第1図参照)
本種は唐芋群の 1品種と者えられ，其の特性も唐芋に極めて類似して居る. 国ち親芋は良く肥大
し径約 8--10cmの球形の芋となり， 子芋の着生は柏々少く且つ此の子芋は葉を生じて兎角親芋探
第 1図 (からとり苧J(親及子芋)
第 2表 「からとり苧j特性表
項目|草姿|智幻ンi暫銭高|書官上部の l芋色|根色(肉質|親芋形|子苧形[亭晩性
性|里山五平ヨ~J:!Jm 1 Ël~ 1唖 E恒 ih抑止豆
垣互両日竺-竺J堅議雪房王空間門戸l-EF-
特性|親(子風潮可 10.8-1.2-1.8m 1約 90" I約 40x35cm11-31 200-400g 1Iい o1 150-4∞ 
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いとなり易い.子芋は長宝珠形で脚が長く表面に比較的多くり毛奪を有し，芋は親子共梢々粘質で
良質美味である(古代栽培の芋が特に美味とも云う).
地上部は好保件下では極めて大形と成り葉柄長 108m程に謹ずるものもあるが普通は 102m内外
である.葉柄は葉身附着部迄略一様にアントチアンを有し帯紫紅色，概立性で，右旋性佐々左旋性
2/.5の葉序で着棄し，上部断聞は略円形をなして居る.又本種は穆酸石2更を殆んど含ます京葉柄は共
の偉薮味たく食用に供し得る外，乾茎としても良質である.葉は蹟大で 40x 3.5cm位と成り葉商は稿、
々組感を持ち葉服部に色素を有せ歩，又葉身は葉柄と約 900の角度をD接続部に特別の曹曲は見ら
れない.又土垂種は東北地方にても往々開花ナるが，本種の開花は稀で，旦って東閏JJl郡山添村に
て開花したととを聞いた外は筆者は共の例を知らぬ.
次に本種の耐低温性は比較的高く東北地方に於ても冬D種芋町臓は割合容易であるが，発芽の震
の所要温度は必やしも他の里芋品種よ b低いとは認められない1).叉本種は土中水分豊富なととを
好み耐y~性も比較的大とされ，習慣上潜水下に栽培される事も多く，然も此の場合親芋は特に美味
とされ，又貯賦期間中も相当の潔度を要求する様である.又吸肥性，耐肥性は共に大で反当牧量は
生葉柄で約300""，400貫，乾茎歩止り約.5%5)親芋1.50，.2.50貫，子芋100，.300買位を普通とナる.又
耐病虫性に就ても他品種と特に異る点は認め難い.
要するに本種は唐芋群の 1品種であるが，耐寒性及び、耐水性が比較的強く且つ良質の葉柄を有す
る駕東北地方の古代跡に栽培され，乾燥野菜或は貯描蹴茶として賞用されるものと言えよう.
(4)横行栽帯法 (第2図及び第3表参照)
本種は前述の如く畑作も行われ，然も畑作の場合にむしろ順調な生育を示し収量も多いのである
が，当地方の栽培の特徴は古代跡利用栽培にあるので以下本法の概要を紹介ナる.
第 2図 1からとり苧lの古代跡栽培
先歩4月末頃より首床或は
畑の一隅に種芋を伏込んで催
芽を行い，芽の僅に動き始め
たものを古代跡に定植する.
定植期は畑の場合は5月上旬
から行われるが首代跡では田
植の許んだ6月上，中旬が普通
で時には 6月下旬とも成る.
畦は3尺間隔位に梢々高く作
る場合が多く，林聞は1.0，.
1..5尺を普通とする.植付は首
代一面に行う場合と畦畔沿い
に1列又は 2-3列だけに止める方法がある.元肥は幾分施す場合と全然施さぬ場合があ t，畦も7k
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第3表[からとり芋j栽培法に関ナる調査結果 (調査範問第1表に岡山
項
目 [吊品叩品品(子イ品t許: 詔品副品!晶晶五島h!印閣J品拙~I紅11晶[和義奇和!Eif品料将珂!曜4Z翠弘品t品削 判l
L 例 数 l凶7云引-可了刊可可川戸戸R戸阿戸7可[可81川3ペ12 1川7パ11ω031τγ下 14
竺L一旦L陛 巾間|株 間関ぽ-F窄「片平trt-有
平均値 2.0-3.0~4.0 1 0・山・0-1・M ・o1 9.0 制 19.5 
面上に僅に出る高畦の場合と全然湛水下の場合とある.
次I亡生育tJl問中の手入としては除草，迫肥(主に下肥， ;L佳肥時に油粕)土寄，濯水等が行われる
程度で特異な事は行われない.
牧穫は10月上旬より1"..月中旬頃迄が普通であるが，早くは8月中旬の字蘭盆会頃から逐次行われ
最盛期は10下旬である.牧穫後子芋は普通分離し親芋は葉柄をつけた憧売買される事が多い.之等
の芋や葉柄は共に直に煮食される外，葉柄は叉乾燥して冬の需要にあてられる.反当4女量は合計約
70貫[立である.
貯識は各農家毎に行われ先十首代より収穫した株より子芋だけ分離し，此白子芋を落葉や砂と共
に地下室や炉端附近の穴賦l'L.l/:文めたり，或は誼漁の落葉(柿が最も良いと云う)と共に俵詰めにし
て室内の天井裏等に保子される.腐敗率は一概には言い得ぬが15-20%とされて居る.
(5) 考 襲
本種の来握並びに当地方に導入の経過は前述の通り不詳であるが，唐芋群の他品種が静岡，京都
附5!I或はそれ以南に多くJ 又国芋の地方名が四国，中国，関西より北陸地方に残てコて居る点9)，或
は庄内地方の言語其の他の文化が京都地方と関連のるる事:からしても，本種が関西方面より導入さ
れたとの設は或る程度肯定し得るもの守色る.而して本種は唐芋と同種又は夫が当地方に入り，東
北の首代跡栽培により淘汰された結果本種が生じたとも考えられるが，叉本種の種芋の大部分が各
農家毎に採種し維持されてるに拘らす、殆んど本積内に系統の見られぬとされてる点よりすれば，
本種は当地方で生じた品種ではないものとも思われる.但し本稿内の系統の有無並びに唐芋群内の
他品種特に山形回苧と云われる背茎種との関係に就いては疑問の点もあり (諸氏の記述間S)13)にも
アントチアンの有無等若干の1金遣いあり)之等に就いては更に検討の設定である.向山形回芋の名
称は誤って青茎種に附せられたが元来は本種をi呼ぶべきであろう.
言えに本栽培の如き里芋の水田穀培の例は少なく，関西で行われてる方法も乾田であり，湛水栽培
は僅に九州地方の7k芋， rみがしき芋J~乙同様の例左見る位である.併し本種が71<~黒、を好み7k固に良
く生育すると見られては居るが13)古代助湛水下に栽培される事は必十しも最適の保件下にあると言
い得十，畑作に生育の旺盛なものL見られる事実並びに筆者等の実験結果2)からも土壌容水量の90
%前後の豊富;な水分が望ましくはあるが，湛71<下ではむしろ不泊でるると言い得る.即ち地面下0，
2， 5， 8寸に地下水位を設けた 2 万分1 ワグナ戸鉢に定植された本種の生育は，湛水ヨたで 2 寸区i..l~最も
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劣り，且つ地下水面下の根の生育特に側根の発生は両区共極めて不良で，又湛71<.区の根は却って地面
上より上向し気棋の如き欣態と成った(第4表).又根の呼吸作用調査の結果もIからとb芋jの呼吸強度
は土垂種其の他の作物と殆んど同様で，叉高地下水位にて生育したもの L根の呼吸作用が割合微弱
第4表土壊水分量と[からとり苧jの生育(藤田氏調査)
分|華柄五発生時一
地下部重量 切断段根強の
区
芋霊l根童|計 呼度'(cJU) 三を葉芸者 (cm) I (g) (g) (g) (g (分)
地下水位。寸区 100 14 48 238 126 150 276 
1 2 1 121 14 74 471 242 150 392 100 
1 5 ヶ 128 16 87 670 344 462 806 39 
/ノ 8 1 121 16 103 648 267 303 570 56 
容水量の 70% 46 14 35 58 43 25 68 38 
1 80υ 78 16 6丙 135 144 120 264 38 
1 90グ 73 17 ラ8 115 16ラ 128 29;. 29 
備考 1.地下水位区は 2万1，容水量は万万lワグナー鉢各 l旅
2. 切断棋呼殴強度l士第F表と同じ:
第日表水中に於ける切断根の呼!反強度 (藤田氏調査)
種
酸素頑丈 |水 道 水
からとり苧
土丞
葱
甘藍
仁土且よ三且!し仁旦1二1. -!Hi-~!HJ丁 3 !HJ円二-[![-
備考 1. i艮の呼出 UOzによる清色液の脱色所要時間(分)を示ナ
2.方法ば小林氏等の実験法7)による
化しては居るがp 要するに湛水栽培は根の正常な生育を阻害する事を示して居る.事実最上地方D
通し古代に於いてp 特に畦畔上の土を落して畦を作らぬと生育が不良であるとされて居るのも土壌
中の酸素量の関係とも見られ，本種の湛水栽培が車なる耕作慣習に従って行われて居る非合血的な
栽培法である事を示して居る.従って今後本種の古代跡利用栽培に於いては少くも数寸の高睦を設
けるべきで，此白方法によれば古代の中央迄利用も出来立つ夏期の羊魅も回避出来ること Lなろう
猫古代跡に本種の栽培される事は， 7.水k同車作地帯である本地方の疏菜不足対策としても，首代跡に
最も;誼薗ナる本種の如き疏莱がj選塁盟{ばま
全然見られぬ王連事主罫:も此の証とも言い得よろ.
以上の外葉柄の最大牧穫期の問題，或は冬期の貯蕗問題等IC就ては更に検討の要があるがp 之等
に就ては現在研究中であり別の機会に報合する殻定である.
(6)摘 要
1) rからとり芋lは現在主に庄内地方に栽培を見る旦芋唐芋群の1地方品種である.
2)本種の特性並びに栽土苦渋に関し調査を行った(第 2，3表及び第 1，2図).
3)本種の来匿を論議し，又現在の栽培法の改善策に就いて均察した・
仰木種は普通古代跡に栽培されるが，湛水下で、は生育はむしろ抑制される.
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Summ鼠ry
1)“Kal'aもoriImo'らalocal variety belongingω “Tδno Imo" g1'oup， isplanted chiefly 
in Shonai， Yamagata prefecture. 
2) The wl'itel' d日scriberlon th日 la七ul'eand th白 culturalp1'actices of“Kara七ol'iImo". 
3) H.isむo1'yand the bette1' me出0:1of cultivation of 出islocal varieむy.a1'e cliscus目白d.
4)“Kal'ato1'i Imo" is orclinarily cultured in low lancl五日ld;w he1'e if unclel' th日丑oodecl
conclition， 七ha七gl'owth is l'ep1'日日日巴d.
0育環高:笠谷坂胡瓜(庄内特産議室E，雑録)
iAl.海駅を下車して南に沼海JIJ制度り腿道を越すと
釜谷坂の部落に入る.止i:処i士海岸砂地地帯の宇差是牛漁
の部溶であるが，此処の建物l士多く温海温泉のt~~館で
消費され，此の釜谷袋胡瓜も共の一つで，温海温泉の
大火災l土木種を絶滅させばぜぬかと案じられた.ヌト:種
は相当古くから各地に知ら~L) 大E初期 (1917) の f山
形の園芸j誌上にも花{乍大浪，堀込胡瓜等と共に紹
介されて居る.本種の*歴の詳細l士不明だが本信j農協
会長の談に依れば，約 100年前，西田川郡大泉村白山
附近より導入したものとして居U，34の形質よりして
本種が支那胡瓜系だある事lt明かで，恐らく支那三尺
の系統に在来の刈初来の混じて生じたものであろう.
本種の特性の;概要を述べると，果実は淡緑色，断面
はi玩ね円く径 6.0-6.5clU，長さは 45 ，~7何回ともな
り種子が少なく(1果15粒を良しとし fllJ形の園芸JIこ
も50粒内外としてるが普通泉ば 1，000粒内外)肉ば厚
くしまり，粕漬等漬物として軟化せず最も美味で，温
泉地でも他の胡瓜の 2倍近い価格で売買ヨれる.
来面の詑It黒色で日本種の特色を持つが層部ば乳
房l伏で支寿s種の形を表わしている.~'l生花 l主主校では 10
節目位に着e'共の後6"，，7節おe'1こ，側伎では普通第 I
節に生ずる.
栽培の概要を紹介すると 4月中下旬3尺間隔， 0.6.. 
1.0尺株間に摘播し，発芽後2...3回の間引で 1-え木、
立とし， 5月下旬と 6月上旬の2回に樹校を支柱とし
て立て，薬剤撒布2回，除草と濯水程度の管理を行い，
肥料としては元日巴，泊ß~共t住Jl~と温泉街の下肥で済ま
して居る.収穫は7月上旬より 8月中旬迄にi株3本'
反当1500-2000貫を得て居る.
本種も最近品種登録に合絡した[宮山三尺jの僚に
優秀品種となb得る素質を持っとも思われるが，現在
の様に他品種と隣合わせに栽培されている誌な朕態
では， 1良令採種果の選定に十分な注意を払っても，立
i辰な形質を維持する事は困難ではなかろうか・
